
維持管理者:宗教法人世界教被教

竣工の時には、議常では考えられない傾斜地に実現した壮大な構想、の菜術簡とエスカレーターを� 

d して来訪者をJ1I上に導くという患い切った発想で世時の話題となった美術館ゼあるの

竣工後20年余の年月が経過した現主では、さき初の印象から変化して、環境に良く講和した狩まいを晃せてい

特に、美術錨への参議と位讃づけられている長大なエスカレ…タ…導線を通すために泳…ブンカットされた

量地は、今では見事に緑に覆われ、外から一寸見ただけでは、そこが、かつてはオーブンカットの後も痛々し� m

愉い場所であったことなどイ沿い知れないようになっている。したがって、美術館は忽黙と躍の上に議え、外装の

インド砂務の色が周辺の緑と良く講和して不思議な苦界そ麓出している。

美術館長本家の内部については、永統性に賞品嘉した材料の選択と誠実なメンテナンスの故か、� 20年経過した

も全く破粧を見せていないのは、評価すべきである。� 

1999年には2000年問題を契機に中央監視設備を賞新し、同時に大な敷地全体の清報通経爵の光ファイパー

ネットワーク会高速、大容綾なものに更新するなど、全体の建物群の管理を能楽的にfiえるように常に怠らず

努力を続けている点、や、熱援のリニューアル持に氷蓄熱設備を鋒吊するなど省エネルギーへの前向きな取り組

ていることも評備される点である。

舘内のメンテナンス体jjJlJについては、説期の維持係金計誠に蒸づいて、ほiま完嬢な維持保全が� MOAグル…

プの専従職員によって行われているが、特撃すべきは「ア}ト・ボランテイアj制度が、所有者である宗教法

人の信者によって頼識されており、年譜延べ4，500人の参加により鵡内案内や館内詰掃にあたっている点でお

り、崇者全体の溌清によりこの美術館が支えられている点が、美術鑑索のためこの建物を訪問する者に実感と

して感じられる� 

第13回� BELCA賞 口ングライフ部門袈彰物件� 

MOA美術館

荘地:静岡県熱海市桃出町26-2 

途 美 術 館

工:1981年{明和56年)

者:宗教法人世界救世教

計者:鞠竹中工務J占


鹿島建設総


工者:勝)竹中工務脂


鹿島建設鱗
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